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【手続補正書】
【提出日】平成21年12月17日(2009.12.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　出力映像の画面管理を行い、各入力映像データの位置関係情報を生成する画面制御手段
と、
　前記各入力映像データから部分画像データを生成する画像切り出し手段と、
　音源別の音声データを入力する音源別データ入力手段と、
　前記画面制御手段により生成された位置関係情報を元に、前記画像切り出し手段により
生成された部分画像データと前記音源別の音声データとを画面上の描画領域ごとにまとめ
てタイルデータを構成するタイル化手段と、
　前記タイル化手段により構成されるタイルデータを合成して１つの画面データを構成す
る画面合成手段と、
　前記画面合成手段によって構成された画面データを表示装置に表示する映像出力手段と
、
　前記タイル化手段により構成されるタイルデータ中の音源別の音声データを合成して１
つの画面分の音声データを生成する音声データ合成手段とを備えることを特徴とする映像
音声出力装置。
【請求項２】
　前記画面制御手段は、最終的に出力する画面の構成を表す画面位置関係情報を生成して
前記タイル化手段に供給することを特徴とする請求項１に記載の映像音声出力装置。
【請求項３】
　前記画面制御手段は、最終的に出力する画面の構成を表す画面位置関係情報を生成して
前記画面合成手段および音声データ合成手段に供給することを特徴とする請求項１に記載
の映像音声出力装置。
【請求項４】
　前記タイル化手段により構成されるタイルデータの中から、前記表示装置に出力すべき
タイルをユーザに選択させる画面選択手段を備えることを特徴とする請求項１に記載の映
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像音声出力装置。
【請求項５】
　前記タイル化手段により構成されるタイルデータは、前記音源別の音声データの全音量
に対する割合を音量情報として含むことを特徴とする請求項１に記載の映像音声出力装置
。
【請求項６】
　出力映像の画面管理を行い、各入力映像データの位置関係情報を生成する画面制御工程
と、
　前記各入力映像データから部分画像データを生成する画像切り出し工程と、
　音源別の音声データを入力する音源別データ入力工程と、
　前記画面制御工程において生成された位置関係情報を元に、前記画像切り出し工程にお
いて生成された部分画像データと前記音源別の音声データとを画面上の描画領域ごとにま
とめてタイルデータを構成するタイル化工程と、
　前記タイル化工程において構成されるタイルデータを合成して１つの画面データを構成
する画面合成工程と、
　前記画面合成工程において構成された画面データを表示装置に表示する映像出力工程と
、
　前記タイル化工程において構成されるタイルデータ中の音源別の音声データを合成して
１つの画面分の音声データを生成する音声データ合成工程とを備えることを特徴とする映
像音声出力方法。
【請求項７】
　前記画面制御工程は、最終的に出力する画面の構成を表す画面位置関係情報を生成して
前記タイル化工程に供給することを特徴とする請求項６に記載の映像音声出力方法。
【請求項８】
　前記画面制御工程は、最終的に出力する画面の構成を表す画面位置関係情報を生成して
前記画面合成工程および音声データ合成工程に供給することを特徴とする請求項６に記載
の映像音声出力方法。
【請求項９】
　前記タイル化工程において構成されるタイルデータの中から、前記表示装置に出力すべ
きタイルをユーザに選択させる画面選択工程を備えることを特徴とする請求項６に記載の
映像音声出力方法。
【請求項１０】
　前記タイル化工程において構成されるタイルデータは、前記音源別の音声データの全音
量に対する割合を音量情報として含むことを特徴とする請求項６に記載の映像音声出力方
法。
【請求項１１】
　出力映像の画面管理を行い、各入力映像データの位置関係情報を生成する画面制御工程
と、
　前記各入力映像データから部分画像データを生成する画像切り出し工程と、
　音源別の音声データを入力する音源別データ入力工程と、
　前記画面制御工程において生成された位置関係情報を元に、前記画像切り出し工程にお
いて生成された部分画像データと前記音源別の音声データとを画面上の描画領域ごとにま
とめてタイルデータを構成するタイル化工程と、
　前記タイル化工程において構成されるタイルデータを合成して１つの画面データを構成
する画面合成工程と、
　前記画面合成工程において構成された画面データを表示装置に表示する映像出力工程と
、
　前記タイル化工程において構成されるタイルデータ中の音源別の音声データを合成して
１つの画面分の音声データを生成する音声データ合成工程とをコンピュータに実行させる
ことを特徴とするプログラム。
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【請求項１２】
　請求項１１に記載のプログラムを記憶したことを特徴とするコンピュータ読み取り可能
な記憶媒体。
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